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 BMI-CAプラットフォームは、脳波‧筋電など多様な⽣体信号を⼿軽に同期取得し、リアル
タイム解析と可視化を可能にするソフトウェアです。研究者には柔軟なマルチモーダル解析環
境を、⼀般ユーザーには直感的な操作体験を提供し、医療‧教育からエンターテイメントまで
幅広い応⽤を⽬指します。

特徴
✔ 多様な信号処理：EEG‧EMG‧視線を同期取得し、解析、可視化がリアルタイムで可能。
✔ 利⽤者に合わせた柔軟性：プログラミングに不慣れなユーザーにはシンプルな
  GUIブロック、エキスパート向けには⾼度なカスタマイズが可能
✔ デバイス差異の吸収：センサごとのデータ形式やキャリブレーション⽅法を統⼀し、開発  
効率を向上
✔ 操作コマンド化：解析結果を仮想環境や物理ロボットの制御コマンドに容易に変換可能
✔ クロスプラットフォーム対応：DockerベースでLinux / Windows / Macに対応、環境構築  
を簡易化

将来展望
 本プラットフォームはオープンソース化を⾒据え、商⽤センサ対応‧リアルタイム処理‧機
械学習統合をさらに強化していきます。将来的には「インターネットのように誰もが利⽤可能
なBMI基盤」として発展し、世界規模での共同研究‧産業応⽤‧新しい操作体験の社会実装を
加速させることを⽬指しています。

BMI-CAプラットフォームの構築 様々なユースケース

サイバネティックアバター（CA）を 操 作 するインターフェースの1つとして 脳 と 外 部 を 繋 ぐ
ブレイン‧マシーン‧インターフェース（BMI）の利⽤が期待がされている。⼀⽅、誰でも利⽤
できるレベルでの最適なインターフェースは存在していません。
本研究は、社会実装を視野に⼊れ、脳波のみならず筋電等、複数の感覚情報を統合、組み合わ
せることで、CA操 作に最 適な新しいインターフェースを⾒つけることを⽬ 的としています。
脳波や筋電といった異なる型の⽣体データは組み合わせての取り扱いが難しく、汎⽤的なもの
がなかったため、複 数の⽣ 体 信 号の共 通 化や、GUI操 作のみで完 結できる”BMI-CAプラット
フォーム”と呼ばれるプラットフォームを構築し、専⾨家でなくとも、アバター操作のためのイ
ンターフェースの開発を可能にしました。
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ドバイ‧フューチャー‧ラボとの共同研究
Internet of Brains（IoB）は、ドバイ

未 来 財 団 （DFF）が 運 営 するドバイ‧
フューチャー‧ラボ（DFL）と連 携し、
⼈々が⾃⾝の脳波（脳から発⽣する電気
信号）や筋電位（筋⾁から発⽣する電気
信号）を⽤いてロボットやアバターを⾃
在に操る、次世代のブレイン‧マシン‧
インターフェース（BMI）技術の共同研
究開発に着⼿しました。

DFLとの連携は、我々が開発する先端技術の社会実装を劇的に加速させるための戦略的
な⼀⼿です。DFLは、ドバイ政府の強⼒な⽀援のもと、都市全体を「リビングラボ（⽣き
た実験室）」として活⽤し、未来技術の実証と社会実装を世界でも、スピーディに推進す
る機関の⼀つです。

200以上の国籍の⼈々が共存する多様性に富んだドバイの環境は、我々の技術がグロー
バルに受け⼊れられるかを検証する上で、他に類を⾒ない理想的なテストフィールドとな
ります。本提携を通じて、技術開発に留まらず、多様な⽂化や社会における受容性までを
検証し、真に価値ある研究成果として世界へ展開することを⽬指します。
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今後の展望
複 数のモダリティを統 合できるプラットフォームを開 発したことで、マルチモーダルでの解 析やアプリケー
ション開発のハードルを下げることができました。今後はIoBプロジェクト内で作られた様々なコア技術を統
合するプラットフォームにアップデートしていきます。そして、研 究 ⽤ 途から分 野を限 定しないアプリケー
ション制作、教育⽤途まで幅広い応⽤的な利⽤まで、社会にとって必要なユースケースを増やしていき、より
多くの⽅に使ってもらえるように利⽤者の声を反映したプラットフォームに進化させていきます。

🏭 産業
 複数の⽣体信号を統合してロボットやゲームキャラクターを操作する次世代コントロー
ラーとして応⽤できます。⼩型ロボットから⼤型建設機械まで幅広い対象に対応し、ユー
ザーの意図を⾃然に反映した直感的な操作を実現することが期待されています。さらに、
BMIを利⽤したアプリケーション開発の共通基盤として、新しいゲームキャラクタの操作な
どのエンターテイメントへの利⽤も期待されています。

🩺 ヘルスケア
 脳活動や⾝体状態をリアルタイムに可視化し、健康状態や集中度、ストレスレベルを継続
的にモニタリングする基盤として期待されています。これにより、⽇常的なセルフケアやパ
フォーマンス管理を⽀援するだけでなく、リハビリや福祉領域における補助的なインター
フェースとしても活⽤でき、医療‧福祉分野での応⽤が期待されます。

CA操作に向けた新しいインターフェース開発  
　~複数䛾感覚情報を統合するプラットフォーム~  

共通ポスターフォーマット

1. 各自、自分䛾グループ（IoB ミドルウェア/IoBインターフェイスなど）䛾フォーマットをコピーし
てご利用ください

2. テキストサイズ
a. タイトル：任意
b. PI名前/肩書：16.5
c. 概要：14
d. 表題：21.5
e. 本文：11
f. 画像キャプション：9

g. 今後䛾展望本文テキスト：8

3. テキストフォント：Noto sans JP
※タイトル䛾みヒラギノ丸ゴ

4. 使用言語：（海外PI以外）日本語

1. 標題䛾数および、図や表䛾数䛿任意
※概要䛾欄䛾画像についても任意です

2. 最下部䛾氏名について課題推進以外に研究に参画した研究者䛾方がいらっしゃれ䜀記載
してください（人数䛿問いません）

3. タイトル/表など䛾ピンク色？䛾フォント䛾RGB：228 0 128

4. 画像に䛿必要に応じて引用を記載してください

5. 著作権上、著作権者䛾確認が必要な画像等について䛿ポスター制作者各自で承諾を取っ
てください

6. ポスター䛾内容に関して
b. ムーンショット目標1金井プロジェクト䛾中で䛾アピールしたい成果
c. ムーンショット目標1金井プロジェクト外䛾ことで䛿あるが、金井プロジェクト内䛾成果に

合わせて、社会に伝えたい研究成果など
d. シンポジウムで䛿本ポスター以外にもう１枚ポスターを掲載いただけるようにいたしま

す。そちら䛾ポスター䛿フォーマット、言語問いません（学会などで制作・使用したポス
ターを展示いただいて大丈夫です）

1. 今後䛾展望について
こちら䛿特に指定䛿ございません

2. 本ポスター䛿代表機関で印刷し、IoB䛾成果としてアーカイブいたします

3. 制作するうえでデザイン上で䛾ご相談がありましたら新田にお問い合わせください

4. ポスター締め切り
◯月◯日18時まで

2025年5⽉⽇本でのサイトビジットの様⼦
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BMI-CA プラットフォーム解析画⾯


